
「地域密着型の未来の“地域の創り手”人材の育成（ソピアの旗）プロジェクト」

探究力 つながる力 多様性受容力 マネジメント力 レジリエンス

防災力・地域創生力向上に貢献できる人材 ⇒ 未来の“地域の創り手”となる人材の育成！

郷土愛

これまでやってきた

こと

・学校運営協議会

・高知大学との連携

・地域課題解決学習

今やっていること

・学校運営協議会

・地域課題解決学習

・地域連携型の防災

教育の推進

・地域学校協働活動

推進員の活用

1年：地域理解と防災基礎力向上

○町と連携した黒潮町・防災施策理解⇒
フィールドワーク⇒課題発見

2年：地域との交流と実践
○防災力向上とフィールドワーク⇒実践⇒

解決策検討⇒再検討
3年：実践と地域防災への提案
○検討案⇒地区防災会議・黒潮町への解決

策提案（課題を強みに変える提案）

1年：起業家や地域の人々との出会い

○探究基礎学習⇒ケーススタディ⇒フィー
ルドワーク⇒アイデアソン

2年：地域の課題解決策の検討
○アイデアソンに基づく解決案をPDCAに

より実践⇒成果と課題を発表会で披露
3年：自身の生き方と進路に向けた取組

○地域との出会い直し⇒自身の進路への活

かし⇒発表会（後輩へのメッセージ）

○各教科で黒潮町のデータや現状・課題に

関する内容を取扱い、地域学・総合的な

探究の時間の学びと横断化

○各教科において、防災について横断的な

学習を展開

○防災やキャリア教育において、生徒会

や委員会活動による地域貢献の実践、学

校行事等における異校種連携の推進

コンソーシアムの構成

高知県教育委員会、高知大学、合同会社Noks Labo、

京都大学、黒潮町観光ネットワーク、黒潮町産業推進室、
黒潮町教育委員会、黒潮町立佐賀中学校、黒潮町立大方
中学校、高知県立大方高等学校（コーディネーター・

PTA・同窓会・管理職）
☆各機関は学校への支援・協力を実施
☆学校と地域の連携・協働を推進

運営指導委員会
専門的知見に基
づく指導・助言

☆アンケート作

成・結果分析
☆取組の検証・

改善助言

校内推進委員会
研究推進に向け実践・協議・改善

☆毎月の進捗管理
☆外部人材との連携

☆教科担当との連携

カリキュラム開発等専門家地域協働学習実施支援員 事業統括主任（教諭）

ソピアとはギリシア語で
「知恵」という意味で、「ソ
ピアの旗」は本校の校歌
にある、「校旗」を表した
言葉です。

事業の中でやっていきたいこと【黒潮町との協定書に基づき推進】
・地域連携に基づく地域課題解決と防災等の取組を推進するために、専門家と協働してカリキュラム開発を推進。

・コミュニティースクールとしてのこれまでの地域との関係を生かし、 生徒が地域の現状と課題の理解に基づく情報の収集や分析

を行うことを通して、課題解決の企画・提案につなげる中で探究力やマネジメント力を育成。

・地域の中で、生徒が異年齢者や体力・機能の差を有する者との活動を通して、コミュニケーションを基に多様性を受容する力や

つながる力を身につけるとともに、活動を通して自己効力感や有用感を育成。

・課題解決に向けた取組を通して、視点の広がりと思考の深まりに基づく身につけさせたい力を整理し、学年進行で取組を重ね

ることで、郷土に愛着と誇りを持つ未来の“地域の創り手”人材に必要なしなやかさ（レジリエンス）と課題解決力を育成。

総合的な探究の時間「ミッション」 各教科他

高知県教育委員会 高知県立大方高等学校 令和２年度 地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）

事業対象学科（学校全体）の生徒数

学科 １年 ２年 ３年 計

普通科 27 32 21 80

ソピアの旗

「育む力」
未来の地域の創り手
に必要と思われる力
ｂy：かつばあ

生徒のアイディアか

ら生まれたキャラク

ター（かつばあ）

地域学（防災）
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